










目的 

乳幼児突然死症候群(SIDS)の一要因として中枢性の呼吸障害が示唆され、未熟新生児に頻

発する中枢性呼吸休止の病態生理から、SIDS の病因べのアプローチが試みられてきた。 

我々は、58年度 SIDS 研究報告において、新生児の睡眠を polysomnography(PSG)としてと

らえ、大脳および、脳幹部の機能評価を試みた 1)。とくに、睡眠を構成し発達に伴って変

化していく諸要素の中で、静睡眠(QS)に出現する phasic movement(PM)、および AS の全 PM

対する rem_burst と同期した PM の比に注目し、これらの増加を、呼吸中枢を含む脳幹部の

未熟性と関連づけた。 

今回、我々は、1 児に無呼吸が頻発する一卵性双生児について PSG を施行する機会を得た

ので報告する。 


